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1.緒言

人間は，外から受ける情報や刺激を，感覚器

を介して受容し，知覚・認知している.スポー

ツ競技においては，高い視覚認知能力が必要条

件と考えられ必要な視覚機能をスポーツビジ

ョン(以下 SV) と呼び， SV能力を上げること

が競技能力向上に繋がるとされている.これま

で， SV能力と野球との関係'性で、は打撃につい

て多く記されており，打撃成績がよい選手ほど

SVの値が高いと報告されている. しかしなが

ら守備成績(特に捕球時)に関しては明らかに

されていなし、.そこで，本研究では野球での守

備(特に捕球時)に着目し，動体視力 ・瞬間視

との関係性を数値的に明らかにすることを目

的とした.

2.方法

被験者は大学生軟式野球部 24名，平均年齢

20 (::!:2)歳とした.内訳として，投手群6名

をA群，内野手群 10名をB群，外野手群8名

をC群とした.

測定方法は ViViTソフト(アローズジム社製)

を用いて，動体視力と瞬間視を測定した.守備

成績の捕球率は被験者の公式試合，練習試合を

含めた直近の 28試合の成績をスコアブックか

ら算出した.

3.結果
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図 l 動体視力と捕球率 図2 瞬間視と捕球率

4.考察

本研究の結果から，守備力と SV能ノJとは直

接関係が認められなかった.これは，捕球数の

パラつきが目立ったのとエラーをしていない

選手などが多く十分なデータを得ることがで

きなかったのが大きな要因だと考えられる.

5.まとめ

本研究では SV評価による野球のポジション

特性について調べた.

被験者の大学軟式野球部を対象に，試合での

捕球率と現在の動体視力，瞬間視について比較

し相関関係に値するかを調査した結果，全ての

群に対して有意な差はみられなかった.これは

調査期間の短さが影響していると恩われた.
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